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第3000回記念例会

2018-2019年度RIテーマ：

「インスピレーションになろう」

安城ロータリークラブ会長方針：

「あなたの街でロータリーを！あなたの街からロータリーを！」

1. 6/12(水)11：30～鯛常分店にて、記者懇談会を行います。

2. 6/14(金)11：30～次年度理事会、例会終了後本年度理事会、18：00～川本にて歴代会長会議を開催いたします。

早いもので、当社も６０年の歴史を刻むことができました。まず私がこの会社に来た

いきさつからお話をします。 私は若いとき３年間闘病生活をしました。そして病気が

治ったときに、どこでもいいから使ってくれといって、勤め たのが駒ヶ根市にある製材

会社でした。そこで私は一生懸命働きました。３年間の闘病生活は長かったです。

早く働きたい、早く治りたい、治らないかもしれないという不安を抱えながら闘病生活

をしてきました。窓の外を 歩いてる普通の人を見て羨ましかった。歩いていることが、羨ましかった。だから、ましてや働

けるなんてことは、 この上ない幸せですから、とにかくその会社のためになるように働いて知恵を出そうと思ってやったと

ころが、 認められてこの会社に派遣されました。 それが若干２１歳でしたが、それからほとんどのことをやってきました。

会社の方針、設備投資、全部やってま いりました。それで６０年経ちました。 私の年輪経営という本を読んだということで、

豊田章男さんと私との対談が実現しました。トヨタさんは年輪経営 をひとつの経営方針になさったようであります。なん

だかんだで、この田舎もんが言っている年輪経営というも のがまんざらでもないと評価されました。要は不景気に関係な

く、どんな年も右肩上がりでいこうじゃないかと いうことです。景気のいいときだけ ばーんと伸ばして、悪くなったらど～ん

と落ちて、その時にリストラすると いうことないなってはいけない。一度だけ、かんてんブームの時に異常に伸びて３年

間売り上げが落ちました。 急に伸びた後に下がって、下がったところが、その延びていた時の延長線上にきていました。

それからまた、 ず～っと右肩上がりできましたので、まぁいいかたちだなと思っております。ブームってのは恐ろしいと思

いま した。そのあとは必ず落ちる。景気に頼ったり、ブームにのってはいけない。ゆっくりな右肩上がりというのは経 営

が非常に楽です。後はどうせ少しずつ上がるんだから、事前に土地を用意するとか、設備投資をしても 大丈夫とか、迷

うことがない。必ず人も増えるから人も多めに採用できます。 数字というのは大事ですが、当社に目標数字はありませ

ん。売り上げ目標、利益目標、一切ありません。数字 というのは結果ですから、それをどんなにひねくりまわしたってしょ

うがない。それよりも出来る範囲の努力を しようということでやっています。 私自身も、お金が幸せであると思っていませ

ん。お金はいらないとは言わないけど､お金を貯めようとか､ 巨額の財産を築こうとか一切そういものには感心がありま

せん。そういうのは社員にも伝わり、そうすると 社員もみんなのために働いてくれるようになる。 それから、家も会社も別

にしなくていいと社員に言っている。会社は人生じゃなくて、家庭だけが人生だと思って いる人がいるけれど、これは間

違いだと思います。家庭も人生、通勤時間も人生、ましてや、会社も人生です。 全部が楽しくって、快適じゃなければ、

人生は半分になってしまいます。だから、会社も快適にして楽しく しなければいけません。会社も人生の一部だから快適

に楽し



に楽し

くしよう｡そして、みんなでそのために稼ごうという ことです。社長の財産を増やすためなんて、それは誰もやりません。み

んなでいい会社作って、みんなで、 たった一度の人生を快適にしよう。これが教育の基本になっています。 社員を大事

にするということで、福利厚生はものすごくよくしている。いろいろな手当を出している。営業マンは 全国で７箇所ありま

すが、そこの営業マンの住宅手当は全部会社持ちです。ですから生活の不安が無いので、 一生懸命やってくれます。

当社の開発部門は５０人働いています。全社で約５００人なので、１割が研究開発をしている。食品メーカーで １割を研

究開発に割いている会社は非常に少ないと思います。早くから研究開発型企業にならないといけない と思い、そいう組

織を作りました。 いい経営をするために、社員教育は大事。私ども社員教育の基本は稲盛さんのおっしゃっているよう

な、 忘己利他を中心に教えています。最澄のことばですが、忘己利他というのは己を忘れ、他人を利するという こと、自

分のことも大事だけれども、他人を利するようにしないといけない。自分のことばかり考えていては いけません。人間が

成長したら利他を出来るようにしなくてはいけない、稲盛さんはそういうことを言っている。 忘己利他って漢字は｢優しい」

という字にも通ずる。人をうれえるということ。人を心配してあげる。それが思いやり。 そのやさしさに秀でた人が、優秀

な人。優秀な会社。利益が高いとかいうのではなくて、思いやりに優れた会社が いい会社。思いやり、やさしさに満ちた

会社にしないといけない。 会社の駐車場に入るのに、渋滞しないように右折を禁止している。通りすぎて信号のところで

右折して遠回りして、 左折で入るようにしている。地域に迷惑をかけない。自分の会社だけきれいにしてもダメ、進んで

公のとこも きれいにする。地域に尊敬される会社にならないと、ブランドにならない。


